
 
ऑ手研究者の育成 
 

 

̏）$I7 ワークシϥップ 

̐）大学Ӆにおける次େ研究者育成 

̑）専任・特任教員୴当ߪ  ٝ
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ⱝᡭ研究⪅の⫱ᡂ 

 

̏）$I7 ϭーέεϥρプ 

ジェンダー研究所͗ӣӨकରをແΌる国際研究ިླྀプロジェέφ 
タのアジアՌ大学Ӆ大学（$I7）とジェンダー研究所ͶΓるऑघ研究ं国際ިླྀプログラム 

AIT ワークシϥップは、ジェンダー研究所と、タイのΠジΠՌ大学Ӆ大学（Asian Institute of 

Technology（AIT））とにより実施されている、国際研究交流プログラムである。 

2001 年に、ジェンダー研究センター（ݳジェンダー研究所）所教員と、AIT「ジェンダーと開発」
専ߊの日下部ښ子教दらのਜ力によって始められ、2004 年には、本学と AIT との間で大学間学術交流
協定が݃ͻれた。以߳、協定に基Ͱき、日本ではジェンダー研究所が、タイでは AIT・ڧ資ݱ開発研
究ՌがӣӨकରとなり、AIT で実施されるワークシϥップへの本学Ӆਫ਼ഁݥと、AIT 大学Ӆਫ਼の日本国
内での研रणによる、国際研究交流事業をΆ·ຘ年実施している。お茶大ではもっともྼ࢛が⻑い国
際研究交流プログラムである。 

2009 年度からは、AIT ワークシϥップ・プログラムは、ジェンダー研究センターがॊཔڛしてきた
大学Ӆദ࢞غ՟ఖՌ目「国際社会ジェンダーԍस」としてୱҒ定が始まった。2013 年度はγϜー
プログラムを活用して AIT Ӆਫ਼の日本国内研रを実施し、2014 年度からは大学Ӆദ࢞غ՟ఖՌ目「フ
Ρールχワーク方๑」を国内事研रとしてखりれた。 

AIT ワワーーククシシϥϥッッププ過過年年度度実実 

  

実施年度 研रτーϜ 
2001 Gender and Development 

2002 Gender, Work and Globalization 

2003 Women, Globalization and Home-based Work 

2004 Female Migrant Workers' Rights in Thailand 

2005 Gender and Development in Thailand: Labor rights and violence against women 

2006 ʦ実施せͥʧ 

2007 Gender, Rights and Empowerment 

2008 Thailand-Japan Interactive Research Actions by Using Gender Perspectives 

2009 Gender and Policy: Through Thailand-Japan Interactive Analysis 

2010 Gender and Social Change: Comparative Analysis of Thailand and Japan 

2011 Gender and Disasterʦ特พプログラムʁ本学でのシンポジウム開催ʧ 

2012 Sexuality 

2013 Global Justice, Women’s Health and Prostitution 

2014 1) Sexuality, 2) Gender and Poverty, 3) Education and Empowerment 

2015 Labor, Sexuality and Empowerment 

2016 Labor and Association from Gender Perspective 

2017 Sexual minority and migrant workers from gender perspectives 

2018 Power and Sexuality from Gender perspectives 

2019 Gender and Empowerment in Urban Space 

2020、2021 ʦӅਫ਼ഁݥはૻݡりʧ 

2022 Education from intersectional Perspective 
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大学Ӆٝߪ「国際ऀճジェンダー」Ͳの学सとグローバルなフィールχͲのࣰભ・ިླྀ 
本ワークシϥップの日本からのࢂՅ者は、ॡ学غに大学ӅՌ目「フΡールχワーク方๑」をསरし、

開発とジェンダーにかかΚるグローバルな՟ୌ܊のੵ方๑や࠴ࢻ、海外におけるフΡールχ調査方๑
を学。その後にΠジΠঀ国のগཔを୴うଡ࠾なਕࡒがॄう AIT での研रにࢂՅし、フΡールχワーク
に基Ͱく研究の基ેを実践的に学सする。また֦国のӅਫ਼たちとワークシϥップで研究交流することで、
൶らの೦意ある٠スタイルやୌ関心のଡ༹さから研究者としてのܻ࢙を得る。ؾ国してからはジェ
ンダー研究所所教員が୴当する「国際社会ジェンダー」（本報告ॽ 66 นࢂল）にて、タイで得たஎ
ࢂを௪じて、さらに理解をめる。また౾ݗを共༙し、国際社会におけるジェンダーのୌの理的ݡ
Յ者はຘ年、報告ॽをまとめている。 

ジェンダー研究所は、このような大学Ӆਫ਼の国際研究交流プログラムをڛし、大学Ӆਫ਼の教育Ϋϡ
リΫϣラムをึکすることで、次େのジェンダー研究者、あるいは、NGO や国際ؽ関で国際協力の
事につくਕࡒの成に࣍続的にखりૌΞでいる。 

2022ڦڦ ೧ౕ $I7 ϭーέεϥρプͶͯ͏ͱ 
新型コロナ感染症֨大のために 2020 年度、202� 年度のӅਫ਼૮ݥഁޕの実施はૻݡられたが、2022 年

度は関ܐ者のਜ力によって࠸開でき、ࢂՅしたӅਫ਼に༙意ٝなプログラムをڛできた。20�� 年度とಋ
༹に、ࢂՅ者はまͥ国内事研रに૮当する「フΡールχワーク方๑」のद業をとり、$I7 ワークシ
ϥップഁݥにඍえて学こととなる。今年度は日本への国緩和のغ࣎が � ݆だったこともあり、ྭ 年、
$I7 のӅਫ਼をणけれてからお茶大Ӆਫ਼がഁݥされるところをॳがٱとなり、お茶大Ӆਫ਼の $I7 へ
のഁݥがとなった。 

Յ者は「国際社会ジェンダー」で、タイでのフΡールχワークやࢂ国後にؾ $I7 での学びをޢݶԿ
し、報告会と報告ॽࡠ成にけて共ಋࡠ業で準ඍを進めていった。これはഁݥされたというݩܨのみで
शΚらせることなく、そのݩܨを서し、グローバルな社会য়ڱの中にҒͰけし、ࣙਐのݡซきし
た報をର系Ͱけていくࡠ業を௪してより理解と思索をめるؽ会を得るためである。 

タイからのཔ日研रでは、本学ྼ࢛資ྋؙや IGS 所教員の協力を得て、また学外の関࿊ରや研究
者からもଡくの協力も得て、日本におけるセクシϣΠル・ϜイόリτΡのࡨや実態、またそれと交ࠫ
する形でのҢやणܒ者たちのয়ڱを۫ର的に学プログラムをૌみ、インタϑϣーやフΡールχワー
クを実践するؽ会をઅけた。日本からのࢂՅ者はす΄ての日ఖでγポートにり、ྡؽԢรに௪༃やઈ
のึଏをనٕ行なったが、これもまたこのプログラムならではの実践の一つである。日本とタイから
のࢂՅ者によるそれͩれの報告会では、ै実したフΡールχワークの成果が報告され、࣯ٛԢも活発
に行Κれた。 
「ジェンダーと開発（GHQGHU DQG 'HYHORSPHQW� 
G$'�」にかかΚる՟ୌ܊のੵ方๑や࠴ࢻ、ま
た海外におけるフΡールχワークの基ેを学
ことが目的の本プログラムによって、ࢂՅ者は国
際協力や開発援ঁ、ࢤӣ動ににৰれ、フェミ
ωストࢻ఼から٠するؽ会を得ることができ
たといえるだろう。 
 
  

䛂㻭I㼀 䝽ーク䝅䝵䝑プ䛃䛷᮶᪥䛧䛯䝍䜲の䜰ジ䜰ᕤ⛉Ꮫ㝔Ꮫ

䠄㻭I㼀）の㝔⏕による研究ሗ࿌ 
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̐）大学Ӆ（ਕؔ文化成Ռ学研究Ռ）Ͷ͕͜る࣏世େ研究ं育成 
ジェンダー研究所はジェンダーのࢻ఼から学際的・国際的な研究を推進する次େの研究者育成も行ってい

る。IGS 所教員の指導のもと、2022 年度は以下のӅਫ਼がദ࢞غ՟ఖをर྅した。 
 
ദ࢞غ՟ఖ（ジェンダーऀճՌ学ߊ）र྅ं 
 

ʴ໌ࢱʵґ ཻҔ 
ʴ指導教員ʵ申 ⅰᒉ（IGS 教द） 
ʴरタイトルʵޫึं女ۋ๑の推進ཀྵと͢ͱのେනͶ͕͜るϏリテ概೨の൹的ݗ౾ 
ʴགྷࢭʵ 

2018 年「࣑における女共ಋࢂ画の推進に関する๑ཱ」（以下ޫึ者女ۋ等๑）が成ཱིした
が、ޫึ者༶ཱིに際し女の਼をۋ等にすることはn力ٝ務|とされたため、րਜ਼が目指されている。
本ߚの目的は、ޫึ者女ۋ等๑のրਜ਼を念ಆにɾその理的方をݗ౾することである。日本にお
いて「ޫึ者を女ۋ等にする」とはどのようなใઃとഋঈを意ັするのかという؏఼から、「女」と
いうૌみを൹的に考ࡱする。のみで構成された࣑的共ಋରに女がࢂし、「女がฑ等と
なった」というࢤݘのޢの続ฦとしてのޫึ者女ۋ等๑のޢにおいて٭されるもののଚ在を、
 。される構ଆかららかにするࢊਫ਼࠸力がݘଚのع
 

ʴ໌ࢱʵԮ ԟ 
ʴ指導教員ʵ申 ⅰᒉ（IGS 教द） 
ʴ෯査ʵ大ܛ࢛ ڰ（IGS ०教द） 
ʴरタイトルʵೖ本のフェϝωθム文ຼͲޢΔΗる 7Zitter Ͳのφランηジェンダーࠫพ・ഋঈの
 ઈੵʗύρεϣタグ「�フΟϢーυϠ」Ͷ目͢ͱʗݶ

ʴགྷࢭʵ 
本ชは日本におけるインターネット上の「ਫ਼学的な女のݘཤをगるため」の活動の中の「トラ

ンスࠫพ的・ഋঈ的なૌみ」をらかにし、その「ૌみ」がң࣍できるഐܢについて考ࡱをࢾみる。
「トランスࠫพ的・ഋঈ的」であると指ఢされる「ਫ਼学的な女のݘཤをगるため」の活動に఼を当
てることで、ݳ在のフェミωθムがखりこ·している՟ୌやबԓԿされているୌを࠸確し、今後の
フェミωθムのકྲྀを考える上で॑གྷな手がかりとしたい。「ਫ਼学的な女のݘཤをगるため」の活
動の中で使用されるύッシϣタグ「ˎフΟイϢーデϠ」とともに౦ߚされているςイートとΠΩウント
報の౹ܯ的な理、ྖܯੵλフト KH cRUGHU を用いたྖ的調査ٶびςイートのݶઈੵを行った。 
 

ʴ໌ࢱʵՑ原 ܛඔ 
ʴ指導教員ʵ大ܛ࢛ ڰ（IGS ०教द） 
ʴरタイトル  ̡ɻ ͺͪΔ͚ࡋ๖ʳͶݡるҫྏϜンΪනেとジェンダーʗ٘ਕ化とક͏のϟタフΟͶ
目͢ͱʗ 

ʴགྷࢭʵ 
本研究では、ϜンΪ ʲはたらくࡋ๖ʳ が٘ਕԿやકいのϟタフΟを使用したනেをखりれている

ことの意ັを探る。特にકいのϟタフΟに఼॑をいてੵを行う。કいのϟタフΟはϜンΪに限らͥ、
Covid-19 についてのർᄽやҫྏॽにおけるҫ学的なઈのർᄽにも使Κれる。それはそのようなϟタフ
Οが、大़にणけれられやすい࣯をもっているために他ならないが、そこにさま͡まなୌがとも
なっていることについては൹的に考えることがචགྷである。本研究は ʲはたらくࡋ๖ʳ のੵを௪
じてそうしたୌをらかにしていくことによって、「かりやすさ」と「面പさ」のためにકいのϟタ
フΟを҈ҝに使うことのݧثをࣖࠨする。  
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ʴ໌ࢱʵYU LE 
ʴ指導教員ʵ大ܛ࢛ ڰ（IGS ०教द） 
ʴरタイトルʵ国内෨ଞड़ਐの大学進学ंのラフαーηとジェンダーʗ「ொ」ࢢʹ世େ
の学ୣۂ成と進࿑મ択をΌ͛ͮͱʗ 

ʴགྷࢭʵ 
本研究は、1990 年େ以߳の中国内部ଞにਫ਼まれた女との大学進学とその後の進࿑મのܨ

が、ଞのऑ者たちのライフコースにࡨ間の֪ࠫやそれに関Κるさま͡まなࢤに目し、ଞ䇷ݩ
どのようなӪڻをٶ·したのかを、ジェンダーのࢻ఼かららかにするものである。このେのଞの
ऑ者たちは、1990 年େ以߳の「ொ」（ड़Ֆ͙ϔーム）においてࢤにड़Ֆ͙に行ったେの子ども
たちであり、「流動ࣉಒ」（のड़Ֆ͙にଵಋされる子ども）や「ཻगࣉಒ」（のड़Ֆ͙でଞにされ
る子ども）として過ごした者がଡいということにཻ意しながらऑ者たちへのライフϐストリーインタϑ
ϣーを行い、൶女ら・൶らの高ߏ、大学への進学とその後のライフコースをੵした。 

 
ʴ໌ࢱʵLI XIAOXUE 
ʴ指導教員ʵ大ܛ࢛ ڰ（IGS ०教द） 
ʴ෯査ʵ申 ⅰᒉ（IGS 教द） 
ʴरタイトル ɻ国Ͷ͕͜るஏ๏国Պޮແҽਕࣆのジェンダー・ϛリティέηʗ内Ϡンβル࣑ࣙۢͶ͕͜
るޮແҽの採༽とত進をྭࣆͶʗ 

ʴགྷࢭʵ 
本研究は、ۛ年の中国のஏ方国Պޮ務員のਕ事についてジェンダーのࢻ఼から実ৄ的ੵをおこない、

導きड़されるୌ఼について൹的に考ࡱするものである。中国におけるޮ務員のࡀ用についてのこれ
までの研究調査は、֦ஏҮのชԿ・ࡃܨ・࣑的གྷҾへの考ྂがܿしている。特にঙ਼ଔ࣑ࣙۢの
য়ڱについては、ঙ਼ଔ༑۲ીが女ޮ務員のࡀ用およびত進ׄ合の推ҢにӪڻをおよ·すՆ
など、ジェンダーのୌとΦスωシτΡのୌが॑なるところに発ਫ਼しうるୌについてݗ౾するචགྷ
があると思Κれる。本研究ではঙ਼ଔ࣑ࣙۢである内Ϡンβル࣑ࣙۢを対েに、ஏ方国Պޮ務員のࡀ
用とত進にどのようなポリτΡクスがはたらいているのかを、ジェンダーとΦスωシτΡの交ࠫにも目
をけながらじていく。 
 
˖ IGS 所教員が෯査を務めた 2022 年度ദ࢞غ՟ఖर྅者とชタイトル 

ദ࢞غ՟ఖ（ジェンダーऀճՌ学ߊ）र྅ं 

ʴ໌ࢱʵঘ ࡌ 
ʴ෯査ʵ大ܛ࢛ ڰ（IGS ०教द） 
ʴरタイトルʵ女性ࢿࡸͶΊる 30S をΌ͛るࣰભの要੧とͨの女性性و化Ͷؖするݗ౾ 
 

˖ IGS 所教員が෯査を務めた 2022 年度ദ࢞後غ՟ఖर྅者とชタイトル 

ദغޛ࢞՟ఖ（ジェンダー学際研究ߊ）学Ғखಚं 

ʴ໌ࢱʵBaraniak-Hirata Zuzanna Maria 
ʴ෯査ʵ申 ⅰᒉ（IGS 教द）、大ܛ࢛ ڰ（IGS ०教द） 
ʴദタイトルʵExploring the Takarazuka world: An ethnographic study of Takarazuka Revue’s marketing 
strategies, urban space, and fan culture development 
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̑ʥ2022 ೧ౕ IGS ・ಝ教ҽ୴ٝߪ 
 ʮਕؔ文化成Ռ学研究Ռദغޛ࢞՟ఖジェンダー学際研究ߊʯ 

ਅⅰᒉ（教द） 
ർֳ࣑（غ） 
ർֳ࣑ԍस（後غ） 
ジェンダー学際研究報告（基ે）（غ定غ） 
ジェンダー学際研究報告（発展）（後غ定غ） 
ジェンダー学際研究ช指導（௪年定غ） 

大ܛ࢛ڰ（०教द） 
ジェンダー学際研究報告（基ે）（௪年定غ） 
ジェンダー学際研究報告（発展）（௪年定غ） 
ジェンダーࡃܨ࣑学（غ） 
ジェンダーࡃܨ࣑学ԍस（後غ） 
 

ʮਕؔ文化成Ռ学研究Ռദ࢞غ՟ఖジェンダーऀճՌ学ߊʯ 

ਅⅰᒉ（教द） 
フェミωθム理の૬఼（غ） 
フェミωθム理の૬఼・ԍस（後غ） 
国際社会ジェンダー（後غ定غ） 
国際社会ジェンダーԍस（後غ） 

大ܛ࢛ڰ（०教द）  
ジェンダー社会ࡃܨ学（غ） 
ジェンダー社会ࡃܨ学ԍस（後غ） 

ብ本（ಝࢥߪ）  

国際社会ジェンダー（後غ定غ） 
ˠ（本報告ॽ 62ʛ63 น「AIT ワークシϥップ」ࢂল） 
 

ʮ学෨ʯ 

  （教द）ࢢ୫ཇރ

ジェンダー̑ ชԿϟデΡΠとジェンダー（後غ） 

ਅⅰᒉ（教द） 
ർֳジェンダー（後غ） 

大ܛ࢛ڰ（०教द） 
ΠジΠ社会とジェンダーᶙ（後غ） 
グローバルชԿ学実सᶚ（௪年定غ） 
グローバルชԿ学総（غ） 
ジェンダー̐ グローバルࡃܨとジェンダー（غ） 
ชԿร動ᶙ（後غ） 
ชԿร動ᶚ（غ） 
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